






　落花生の場合、1971年から1999年まで、粒状の 1 kg のサンプルから粒のままの50g を分析するよ
うに旧厚生省は指示してきた。
　著者は、 1 kg のサンプルから粒のまま50g の分析用試料を採ると、サンプルを代表する分析結果
が得られないことを指摘し、行政当局に分析試料の調整法の改善を求めた。サンプル 1 kg を全粒粉
砕後にその50g を分析する方法をとれば、AF 汚染ロットの検出率は以前より 3 倍以上に高められる
ことを二項分布関数理論から明らかにしてきた。

















































































































































































































































　具体的な実測例を Knutti 3 ）の報告から紹介
する。平均 AF 汚染度780 ppb を持つロットを
用いて、そこから100粒ずつサンプルを任意に
取り出し、繰り返し定量するとその値の範囲は


































粒が k 粒取り出される確率 Pr％は①式で現わ
される。
Pr％＝　　　　　 ×Cpk（1－ Cp）n-k×100 …①








































































粒種落花生で 2 ㎏、アーモンド 3  kg、ピスタチ
オナッツで 2 ～ 3 kg、ジャイアントコーン（フ
ライ加工品）で 2 ㎏、生トウモロコシで 1 ㎏、
生ポップコーンおよび小豆で500 g、小麦、米、
大麦で100 g となる。昭和56年 9 月厚生省より
指示されたナッツ類のサンプル量は、母集団
ロット 1 に応じて150 g ～ 3 kg とされている。


















粒数 n から成る指数函数であり、もし粒数 n と
不検出率 Pr（k＝0）％が求まれば、Cp は算出で
きる。たとえば1,500粒からなるサンプルを300
粒ずつ 5 等分し、 5 つのサブサンプルとした
時、サブサンプルを別々に分析し（ 5 回）、そ

















を推定する。また、 1 包500 g 以上の場合は、














n より Cp を算出する。全てのサブサンプルか









　検体 A は、 1 袋が160 g（n＝300）から成
るシリア産のスパニッシュ種の粒状加工品で
あり、 6 個のサブサンプルの汚染濃度は nd ～















nd ～131 ppb であり、平均40.7±47.7 ppb、不














　表 6 に、自然に AF 汚染した農産物の粒ごと
測定結果を示した。本節では、表 6 の剥き身落
花生の個々の粒汚染濃度を参考にして、サン
プル量を粒のまま50 g または 1 kg を粉砕して
その50 g を分析した時の検出確率の推定を行
なった。





は500 ng 以上の AFB1量が必要である。汚染粒






（ 2）粒 1 kg を粉砕してその50	g を分析する場
合
　 1 kg のサンプル中に 1 粒だけ汚染粒が存在




または 1 kg を粉砕してその50 g を分析した時
の AF 検出確率の比較を推定した。
3 ）自然 AF汚染ロットのから、 1粒あたりの
汚染量が500	ng 以上及び10	μg 以上の存
在する比率の測定




① 例：ロット 2 は調査された全粒数は330粒で、
そのうち AF 不検出は255粒（77.3％）であっ
た。すなわち、75粒から AF が検出された。
1 粒中の AFB1量を A,B,C 区分に分ける。
Ａ 区分：AFB1量 X が X ≦0.5μg（500 ng の粒
は 5 粒（1.5％）であった。
Ｂ 区分：X が0.5μg（500 ng）＜ X ≦10 μg の粒
は25粒（7.6％）であった。
Ｃ 区分：X が10 μg ＜ X の粒は45粒（13.6％）
であった。
　このうち粒50 g 法は、B と C 区分が AF 検
出可能となる。一方 1 kg 粉砕法では C 区分の
みが AF 検出可能である。





には検出する機会は 1 kg 粉砕法より低い。
　次に、両分析法の総合的な検出確率を二項分
布式から推計する。





　Ａ： 1 粒中にAFB1量が500 ng以上汚染して
いる場合検出可能









②サンプルサイズ 1 kg 粉砕50 g 法の場合









③ 　①と②の検出確率の比は、 1 kg 粉砕50 
g 法のほうが粒50 g 法より汚染粒率0.1％
（0.056％）において6.4倍高く、汚染粒率0.5％
（0.278％）にいて2.1倍高い。













　MRA は1999年から 1 kg 粉砕50 g 法に切替
えた。したがって、検出率が約 3 倍に上がっ
た。また、自治体では通常500 g ～300 g のサ
ンプルが使用され、粉砕法を用いたので検出率
は約 3 倍となった。したがって 1 kg 粉砕法よ





































1 kg のサンプルから粒のままの50 g が採取
されて、検査されてきた。




③ 落花生を例にあげて、サンプル 1 kg を全粒
粉砕後にその50 g を分析する方法をとれば、
AF 汚染ロットの検出率が以前より約 3 倍高
くなることを二項分布関数理論から説得し
てきた。
④ 1999年 4 月以後は、全粒粉砕法が導入された
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The detection ability of the sampling methodology for the aflatoxin(AF) inspections grainy import farm 
products, that is, such as the peanut, corn, and nuts was evaluated based on the law of binominal distribution. 
And, the Ministry of Health and Welfare was asked for the improvement so that the part might be analyzed 
after all samples had been comminuted .
The old Ministry of Health and Welfare has directed that 50g like grain is analyzed from a grainy sample 
of 1kg from 1971 to 1999 for the peanut.
The author pointed out that the analysis result of representing the sample was not obtained when the sample 
for the analysis of 50g was caught from the sample of 1kg like grain, and requested the improvement of the 
adjustment method of the analytical sample from administrative authorities.
If the method of analyzing the 50g after sample 1kg is comminuted in all grain is adopted, the detection 
rate of the AF pollution lot has clarified improving to three times or more than before from the binominal 
distribution function theory.
Because all grain comminuting method had been introduced after April, 1999, the detection rate of the AF 
pollution lot was tripled, and was corresponding to the probability statistics theory.
Key words: Aflatoxin inspection, Binomial distribution, peant, corn, cereal grains
Abstract
The qualitative evaluation of the sampling methodology when the grainy 
farm products pollution is investigated 
—The aflatoxin inspection as an example—
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